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確定拠出年金（企業型）導入に関するお知らせ 
 

 当社は、平成１４年７月２３日厚生労働省関東信越厚生局長より第２１００００７２号承認を受け、本年８月

１日より確定拠出年金（企業型）を導入することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．導入の経緯 

 当社は、社員の退職金制度として厚生年金基金および適格退職年金制度を採用してきましたが、昨年よりこれから

の当社に相応しい退職給付制度の構築について検討を重ねてまいりました。とくに社員の年齢構成、勤続期間、就業

ニ－ズ等を勘案し、社員の多様なライフプランニ－ズに応えられる制度の構築を目指した結果、以下のとおり全面的

な見直しに至りました。 

 先ず、平成１４年２月２８日付で東日本ニット厚生年金基金を脱退し、続いて平成１４年８月１日付で適格退職年

金制度を廃止することになりました。同時に新退職給付制度（前払退職金）に移行いたしますが、その新制度の１つ

の選択肢として確定拠出年金（企業型）を導入することとなります。 

 

２．新退職給付制度の特徴 

 新退職給付制度は、各社員の職能資格に応じた一定金額を毎月の給与に前払退職金として上乗せ支給するものです。 

その前払退職金の受け取り方法を各社員が自身のライフスタイルに応じて次の中から選択することになります。 

 ① 前払退職金全額を現金で受取る方法 

 ② 前払退職金半額を現金で受取り、残り半額は確定拠出年金（企業型）として積立てる方法 

 ③ 前払退職金全額を確定拠出年金（企業型）として積立てる方法 

 但し､確定拠出年金（企業型）に積立てることができる金額は、月３６，０００円を限度とし、それを超過する分

は給与に上乗せして現金支給することになります。 

 なお、確定拠出年金（企業型）を選択した社員については、本人の希望により廃止する適格退職年金制度の積立資

産（当人帰属分）を確定拠出年金（企業型）に移管することができます。 

 

３．確定拠出年金（企業型）の運営管理機関および資産管理機関 

 確定拠出年金（企業型）の運営管理機関および資産管理機関につきましては、それぞれ次の機関に委託します。 

（１）運営管理機関 

 会社名：日本確定拠出年金コンサルティング株式会社 

 所在地：東京都千代田区有楽町二丁目１０－１東京交通会館５階 

 代表者：代表取締役社長 川崎 益晴 

 資本金：３０億円 

（２）資産管理機関 

 会社名：三菱信託銀行株式会社 

 所在地：東京都千代田区永田町二丁目１１－１ 

 代表者：代表取締役社長 内海 暎郎 

 資本金：３，０５１億円 

以上 

（本件に関するお問合せ先） 

（株）ポイント 経営企画室 

TEL ０３－５６２４－２７３６ 


